
拝啓 平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。  

みなさまはいかがお過ごしでしょうか？ 
とても暑くコロナ、熱中症、それに付随した諸々大丈夫でしょうか？ 
大変な時代に当たってしまいましたがなんとか生きていかなければなりませんね。 

サンホセも長い間休業する事しかできず忸怩たる思いで過ごしてまいりました。 
今年で約５０年、あっという間でしたが晴天の霹靂とはこんなことを言うのでしょうか。 
こんな時期だから大変な事、苦しい事、もしかしたら不幸にもコロナに襲われた方、色々な方が
いらっしゃると思います。 
三密を避け、うがい手洗いをひたすらするしか、どうすることもできませんね。 
でもこのまま何年も過ごすわけにはいかず、ここに留まるわけにもいかず、サンホセは一歩前に進
もうと思います。 
烏滸がましい言い方ではございますが、一緒に少しでも前に進んでいけたら有り難いと思います。 
色々な方法があると思いますがご自身の最良の方法で。 

ここでお知らせですが５０年近く営業してきたサンホセを一時閉じる事に決心しました。 
私はサンホセに生かされ皆さまに囲まれ、音に囲まれ５０年本当に楽しく過ごしてきました。 
出来る事ならば今のサンホセで人生を閉じることを念じて生きてきましたがまだ早い様ですね。 

とりあえずではございますが、サンホセの支店club SJの方に拠点を移しclub SJ - San Joseとし
て１１月より営業を続けて行きたいと思います。 
club SJはとても良い店です。このコロナ禍でどの様なやり方をしていけば良いか試行錯誤です
が、お客様には安心してきて頂けるよう努めて行きたいと思います。 
５０年前に東新町でオープンしましたサンホセからも近く原点に帰るようなそんな気持ちでもあ
ります。 
サンホセの名前を残すと言ってくれる思いを受け止め、私は一歩引き、社長　中川雄哉を中心に
頑張って行って欲しいと思っております。 
次の世代に交代はしますが、お客様にとって心地よい店、楽しんで頂く事をモットーにやって貰
いたいと思います。 
お客様には是非一度お顔を出して頂きたいと思います。 

そして私にはもう一つ野望があります。 
サンホセは終わったわけではありません。 
まだやるのかと笑われるかもしれませんが、この状況が落ち着いた折にはどこかで私の生き様を
最後まで置けるサンホセを、皆様が楽しく自由に使って頂ける店を復活させたいと思っておりま
す。 

長きに渡るご支援に心より感謝申し上げますと共に、ご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申
し上げます。皆様のますますのご健勝とご発展を心よりお祈り申し上げます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　 

サンホセ  竹内澄子


